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桝粥舶獅『さくらサイエンスプラン』表情と感激

高知県国際交流協会の活動報告
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高度技術発展の可能性について研修って実施し､平成訂年9月㌘EE110月3日の間､中国安徽省内の大学(安徽中医薬大学､安倣中浜科技職業学院､安徹大学)　の学生13綻携締結から20周年を迎えた､高知県と安撒省との友好交滝の更なる発展を図るためです｡
交流プログラムの活動主な活動内容として'各高等教育横関では�ｷ｡省��ｷ｡が,ﾉP震災の復�さこい鳴子廟slの歴史を学び､実際に衣装をまとって鳴子師りを体験しました｡夕刻には高知県が主催した研修報告会兼送別会が開催
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され'学生による研修報告や感想発表の後､送り出し機関3校の引率者それぞれから静辞をいただきました｡参加学生からは｢長瀧をしないと有意義なものは得られない｣という意味の中国の故事を交えての報告を受け､研修が実り多いものとなったことが感じられました｡

支流プログラムの成果･今後の展望全日程を通じて､参加学生はそれぞれの訪
問先で活発な質問を行うなど熱心な態度で研修を受けており'日本での就職や大学院への留学に興味を示したようでした｡生括におい

ても非常に礼儀正し-社交的で'当初の目的の1つである高知県と安徽省とのさらなる友好促進の一助となったことを実感します｡今後'参加者たちが学んだ科学技術や､文化的な側面に柑する発見を､それぞれの研究やキャリアへと生かしていただくことを願っています｡そして､引き続き､両県省の友好の架け橋としての活躍を期待しています｡最後に､この研修が充実したものとなるようご協力いただいた関係機関の皆様へ国立研究開発法人科学技術振興機構に感謝を申し上げます｡

高知工科大学にて茶道体験
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